
第６回読書感想画・ブックレター
コンクール作品募集

　旭志公民館図書室でことしも作品を募集します。入賞者
は菊池市旭志文化祭で表彰します。詳しい内容は旭志公民
館図書室までお問い合わせください。
　皆さんの応募をお待ちしています。
募集期間　７月18日㈯～９月30日㈬
対　　象　小・中学生
応募規定　①感想画　画用紙（大きさ自由）
　　　　　②ブックレター（感想文）原稿用紙1枚程度

新着・お薦め図書

閉館日・閉室日
泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
お気に入りの本が一冊手元に
あれば雨の日でもごきげん !　

コスモス

耳より情報

泗水図書館
　トットひとり
　森は知っている
　夏の雷音 
　武道館
　０ベース思考
　似ていることば
　アラヤシキの住人
　りゆうがあります
中央公民館
　子どもが「勉強する気」になるほめ方・叱り方
　ココナッツオイル生活をはじめよう  
　箱根駅伝
　自覚 
　3 時のアッコちゃん
　砂漠のナイチンゲール 
　いかだにのって  
七城公民館図書室
　ぱっちり、朝ごはん
　食の大地くまもと
　ひそひそ森の妖怪  
　かいけつゾロリのクイズ王
旭志公民館図書室
　山月庵茶会記
　すてきな花冠の作り方 
　ことりぞ 
　黒魔女さんが通る!!Part19「あゆみ」の呪い!?の巻   
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泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

夜間延長企画
☆比呂美 de ナ・イ・ト!☆

　皆さんのラブコールにお応えして、作家の伊
い

藤
と う

比
ひ

呂
ろ

美
み

さ
んが再び来館！参加費無料です。ぜひお越しください。
と　き　７月15日㈬　午後５時30分～７時
ところ　泗水図書館
定　員　40人
※ 詳しくは館内チラシまたはホ

ームページをご覧ください。
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第5回読書感想画・ブックレターコンクール
ブックレター中学２年生の部

　この物語を読み終えて考えた
ことがいくつかあった。まず、
この物語は「死を回避せんとし
たり、克服せんとする人間の努
力は、結局は、失望に帰す」と
いうことを教訓としたものであ

る。私は、今まで死について考えてみても、分からない
ことだらけであった。だが、この本のとおり、自分だけ
が幸せになろうと考えている人は、最後には必ず不幸に
なっている。だから、自分だけが幸せになろうとは考え
ず、みんなで幸せになれるように、物事を考えていける
人になりたいと思った。
　この本はハリーポッターシリーズが好きだったので読
んでみようと思った。特に好きな話は「三人兄弟の物
語」だ。死について考えさせられた。この本には全部で
5つの話があって、それぞれにダンブルドアの解説がつ
けられている。その解説がユーモアがあってとてもおも
しろい。なるほどなあと思う。これからもたくさん本を
読みたいと思う。

旭志中学校３年
藤
ふじ

村
むら

望
み

羽
う

さん

金賞
吟遊詩人ビードルの物語

J.K.ローリング・作

泗水図書館で講演する伊藤さん→
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